
 ２０１３年（平成 25 年）６月１日  土曜日      千秋町連区地域づくり協議会だより      通巻【第 36 号】   

- 1 - 

花
ま
つ
り
開
催 

 
 

５
月
11
日
（
土
）
小
山
の
西

恩
寺
に
て
仏
教
会
主
催
の
花
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。
お
釈
迦
様

の
生
誕
に
ち
な
ん
だ
行
事
で
あ

る
が
、
大
昔
の
話
に
子
ど
も
た
ち

の
反
応
は
皆
？
？
？
。 

後
で
お
菓
子
を
も
ら
っ
た
こ

と
ぐ
ら
い
し
か
多
分
記
憶
に
残

ら
な
い
か
な
と
、
大
人
た
ち
の
印

象
で
あ
っ
た
。 

〔
↓
甘
茶
を
か
け
る
住
職
〕 

千
秋
町
連
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
・
諸
団
体
役
員 

総
会
開
催 

―
新
年
度
役
員
改
選
と
共
に
始
動
― 

 

平
成
25
年
４
月
25
日
（
木
）、
５
月
12
日
（
日
）
両
日
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
年
度
の
地
域
づ
く
り
協

議
会
会
長
に
は
、
前
連
区
長
の
加
藤
芳
己
氏
が
就
任
さ
れ
、
現
連
区

長
の
真
野
潔
氏
と
共
に
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。
他
に
、
25
年

度
事
業
計
画
案
及
び
当
該
年
度
予
算
案
が
提
示
さ
れ
賛
成
多
数
で
採

択
さ
れ
た
。 

 

老
ク
連
主
催 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

 

４
月
16
日
（
火
）
市
老
連
大

会
へ
の
出
場
を
賭
け
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
県
営
グ
ラ
ン
ド

に
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

参
加
は
６
チ
ー
ム
な
が
ら
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
が
惜
し
み
な

く
出
さ
れ
、
ナ
イ
ス
プ
レ
イ
の
連

続
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
大
会
は
、
一
宮
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
大
会
へ
の

予
選
会
と
い
う
位
置
づ
け
な
の

で
、
優
勝
チ
ー
ム
に
は
更
な
る
活

躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

 

こ
の
熱
戦
の
結
果
は
次
の
と

お
り
。 

優
勝 

千
北
チ
ー
ム 

準
優
勝 

天
団
チ
ー
ム 

第
三
位 

町
屋
Ｂ
チ
ー
ム 

〔
↓
最
高
齢
95
歳
岩
田
義
男
さ
ん
〕

（
↓
優
勝 

千
北
チ
ー
ム
〕 

〔
↓
準
優
勝 

天
団
チ
ー
ム
〕 

〔
↓
第
三
位 

町
屋
Ｂ
チ
ー
ム
〕 

 

準
優
勝 

第
三
位 

優
勝

 
 

 

老
ク
連
主
催 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会 

５
月
13
日
（
月
）
好
天
の
下
、

県
営
グ
ラ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
た

大
会
は
、
16
組
編
成
で
60
名
が
参

加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

〔
個
人
表
彰
〕 

優
勝 

太
田 

正
光
（
同
好
会
）

準
優
勝 

原 

富
實
夫
（
同
右
）

第
三
位 

成
瀬 

均
（
同
右
） 

※ 発行者 
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児
童
館 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
開
催 

 

５
月
18

日
（
土
）
の
午
前
と
午

後
、
千
秋
児
童
館
に
て
児
童
館
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
各
自
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド

に
館
内
で
見
つ
け
た
野
菜
を
記

入
し
て
い
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
。 

御
当
地
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

の
ね
ぎ
み
ん
も
子
ど
も
た
ち
を

迎
え
、
児
童
館
全
体
が
100

種
類
も

の
野
菜
畑
と
化
し
た
。
日
頃
は
な

に
げ
な
く
食
べ
る
食
材
も
「
き
の

こ
は
野
菜
か
？
」
と
首
を
か
し
げ

る
子
も
い
た
。
ま
た
、
午
後
は
○

×
ク
イ
ズ
も
催
さ
れ
た
。 

〔
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
様
子
↓
〕 

 

 

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 
 

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
来
演 

 

５
月
12
日
（
日
）
千
秋
小
学

校
屋
内
運
動
場
に
て
、
児
童
育
成

協
議
会
主
催
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
た
。 

二
人
組
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ウ
だ
が
、
来
場
者
の
大
人
も

こ
ど
も
も
「
芸
」
の
中
に
組
み
込

ま
れ
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
大

い
に
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。 

 

い
き
な
り
皿
回
し
を
さ
せ
ら
れ

た
こ
ど
も
た
ち
だ
っ
た
が
、
以
外

に
も
全
員
「
成
功
」
で
あ
っ
た
。 

主
演
の
こ
ど
も
た
ち
に
拍
手
！ 

末
広
大
学
５
月
講
座 

『
歯
の
健
康
講
話
』 

 

５
月
７
日
（
火
）
及
び
８
日
（
水
）

の
両
日
、
勝
栗
・
小
山
・
馬
場
・

千
秋
の
各
公
民
館
に
お
い
て
、
一

宮
市
中
保
健
セ
ン
タ
ー
よ
り
保
健

師
を
講
師
に
招
き
、
高
齢
者
向
け

の
「
歯
」
の
健
康
講
話
を
行
っ
た
。 

 

日
頃
は
、
体
の
健
康
に
は
注
意

を
す
る
が
、
と
か
く
「
歯
」
に
関

し
て
は
あ
ま
り
気
が
回
ら
な
い
方

も
多
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

以
前
よ
り
「
８
０
２
０
運
動
」

と
し
て
そ
の
年
齢
到
達
ま
で
一
体

何
本
残
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
い

わ
れ
て
い
る
。
但
し
、
歯
は
年
齢

に
伴
っ
て
自
然
に
抜
け
る
の
で
は

な
く
、
虫
歯
・
歯
周
病
な
ど
で
失

う
き
っ
か
け
と
な
り
、
一
本
抜
け

る
と
歯
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
失

い
、
余
計
に
加
速
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
の
で
、
放
置
は
せ
ず
、
早

め
の
治
療
を
子
コ
ル
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
指
導
さ
れ
て
い

た
。 

学
校
紹
介 

 
 

 

先
月
号
か
ら
の
続
き 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

千
秋
小
学
校 

   

〔
↓
写
真
は
講
演
す
る
清
原
保
健
師
〕

 

千
秋
小
学
校
は
「
花
い
っ
ぱ
い
、

友
だ
ち
い
っ
ぱ
い
、
夢
い
っ
ぱ
い
」

の
合
言
葉
の
も
と
、
Ｆ
Ｂ
Ｃ
活
動
、

緑
化
活
動
、
健
康
推
進
活
動
に
取

り
組
み
、
健
康
で
、
自
ら
学
ぶ
、

心
豊
か
な
千
秋
っ
子
の
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
見
守
り
隊
や
読
み

聞
か
せ
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

本
年
度
、
重
点
的
に
取
り
組
む

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

一 

学
力
の
向
上 

 
 

一
人
一
人
に
学
力
を
つ
け
る 

①
学
習
規
律
と
学
習
意
欲
の
確
立 

・
学
習
マ
ナ
ー
・
学
習
ル
ー
ル
の

徹
底 

②
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
の
確

か
な
定
着 

 

繰
り
返
し
練
習
を
大
切
に
す
る 

・
学
級
数
16
学
級

・
児
童
数
449
名 

・
校
長 

原
恵
子 

・
職
員
数
31
名 
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③
家
庭
学
習
習
慣
づ
く
り 

・
授
業
と
連
動
し
た
宿
題
、
自
主

学
習 

二 

豊
か
な
心
の
育
成 

①
道
徳
の
授
業
の
充
実 

②
基
本
的
生
活
習
慣
の
向
上 

・「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」 

 

「
さ
よ
な
ら
」
の
徹
底
と
来
校

者
へ
の
挨
拶
の
励
行 

・
清
掃
の
手
順
・
方
法
の
徹
底 

③
日
常
的
な
読
書
活
動
の
推
進 

・
朝
読
の
充
実
…
教
師
の
読
み
聞

か
せ 

 

千
秋
東
小
学
校 

 

・
学
級
数
12
学
級 

・
生
徒
数 

278
名 

・
校
長 

澤
野
康
樹 

・
職
員
数 

27
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

千
秋
東
小
学
校
で
は
、
教
育
目

標
「
社
会
に
参
画
す
る
意
欲
に
富

み
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
力

を
も
つ
子
の
育
成
を
図
る
。
」
の

も
と
、
か
し
こ
く
（
自
ら
学
び
自

ら
考
え
る
子
）
・
あ
か
る
く
（
自

ら
を
律
し
、
他
を
思
い
や
る
心
を

も
つ
子
）
・
た
く
ま
し
く
（
健
康

で
、
意
欲
的
に
活
動
す
る
子
）
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
職
員
が
日
々

の
教
育
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

千
秋
っ
子
全
員
が
元
気
で
楽

し
く
学
校
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

 

今
後
と
も
地
域
・
保
護
者
の
皆

様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

そ
し
て
、
こ
の
目
標
の
も
と
、

〔
経
営
方
針
〕 

①
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
将 

来
に
希
望
を
持
ち
、
成
長
す
る
こ

と
を
支
え
る
。 

 

・
子
ど
も
の
学
び
た
い
気
持
ち

 
 

を
支
え
る
。 

 

・
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
豊
か

な
心
の
育
成
を
図
る
。 

②
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、
体
験

活
動
な
ど
多
様
な
学
び
を
行
う
。

 

・
地
域
が
持
っ
て
い
る
豊
か
な

文
化
を
大
切
に
す
る
態
度
を

養
う
。 

 

・
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
栽

 
 

培
活
動
な
ど
体
験
活
動
に 

取
り
組
む 

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

学
び
と
育
ち
を
目
指
す
。 

・
学
習
や
生
活
指
導
に
つ
い
て

中
学
校
と
の
連
携
を
進
め

る
。 

 

・
学
校
運
営
に
地
域
の
住
民
や

保
護
者
の
積
極
的
な
参
画
を

進
め
る
。 

〔
本
年
度
の
重
点
努
力
目
標
〕 

①
確
か
な
学
力
の
育
成 

・
学
習
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
の
定

 

着 

・
読
解
力
や
表
現
力
の
向
上 

・
計
算
力
や
漢
字
力
の
向
上 

・
国
際
理
解
教
育
の
推
進 

②
豊
か
な
心
の
育
成 

 

・
道
徳
教
育
や
学
級
会
活
動
の

 
 

充
実 

 

・
異
学
年
交
流
の
推
進 

 

・
福
祉
実
践
教
室
、F

B
C

や
栽

培
活
動
、
合
唱
祭
へ
の
参
加

 

・
朝
読
書
な
ど
の
充
実 

③
健
康
や
体
力
の
増
進 

 

・
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
確

 
 

立 

 

・
安
全
意
識
の
高
揚 

 

・
歯
み
が
き
指
導
の
充
実 

 

・
持
久
走
や
縄
跳
び
運
動
な
ど

 
 

を
通
し
て
の
健
康
の
増
進 

④
地
域
と
の
連
携 

 

・
地
域
と
の
交
流
を
通
し
て
地

 
 

域
へ
貢
献
す
る
意
欲
の
高
揚

 

・「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」「
見

守
り
隊
」
な
ど
地
域
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化 

  

昨
年
度
、
地
域
の
皆
様
に
は

様
々
な
面
で
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
年
度
も
今
ま
で
以
上

に
登
下
校
の
見
守
り
活
動
、
読
み

聞
か
せ
、
栽
培
活
動
、
稲
作
の
体

験
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
学
校
緑
化
活

動
な
ど
様
々
な
面
で
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

「
学
校
が
楽
し
い
・
授
業
が
よ

く
分
か
る
・
行
事
が
楽
し
い
・
東

小
が
好
き
」
な
子
ど
も
た
ち
を
た

く
さ
ん
育
て
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 
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も
う
！ 

 

千
秋
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
４
月
21
・
28
日
と
５
月
12
日

の
三
日
間
、
公
民
館
主
催
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
千
秋
東
小
学

校
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

こ
の
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
。 

優
勝 

佐
野
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ 

準
優
勝 

佐
野
セ
ン
タ
ー
ズ 

第
三
位 

佐
野
№
１ 

 

同 
 

勝
栗
ソ
フ
ト 

 

 

 

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に 

は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は 

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、

自
転
車
利
用
者
、
歩
行
者
が
そ
れ 

ぞ
れ
の
立
場
で
他
人
を
思
い
や
る 

こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
高
齢
の 

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
が
道
路 

を
横
断
す
る
と
き
に
車
と
衝
突
す 

る
事
故
が
目
立
ち
、
一
宮
市
内
で 

本
年
発
生
し
て
い
る
６
件
の
交
通 

死
亡
事
故
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ 

ん
。 

危
険
な
運
転
を
追
放
し
、
交
通
マ

ナ
ー
を
高
め
よ
う 

●
正
し
い
合
図
に
よ
る
右
左
折
や

車
線
変
更
の
励
行 

●
車
線
変
更
は
適
切
か
つ
必
要
最

小
限
度
に 

●
黄
色
信
号
は
原
則
ス
ト
ッ
プ 

●
横
断
歩
道
は
横
断
者
優
先 

●
歩
道
は
歩
行
者
優
先
、
自
転
車
は

徐
行 

  

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、

ま
た
、
遭
わ
な
い
た
め
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。 

 

◎ 

二
輪
車
・
自
動
車 

・
横
断
歩
道
や
そ
の
付
近
で
、
横
断

者
と
衝
突
す
る
交
通
事
故
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
横
断
歩
道
は
横

断
者
が
優
先
で
、
横
断
者
等
の
通

行
を
妨
げ
る
と
交
通
違
反
に
な

り
ま
す
。 

 
 

 

一
宮
警
察
署 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

だ
い
じ
だ
ね 

お
さ
き
に
ど
う
ぞ
の 

お
も
い
や
り 

～   

思
い
や
り
の
気
持
ち
で
、
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う 

～ 

 

横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行
者

が
い
る
場
合
は
、
必
ず
横
断
歩
道

の
手
前
で
停
止
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行
者

が
い
な
い
場
合
で
も
速
度
を
落

と
す
な
ど
十
分
注
意
し
て
走
行

し
て
下
さ
い
。 

・
高
齢
者
は
近
づ
く
車
に
気
が
つ

か
ず
に
急
に
道
路
を
横
断
し
始

め
た
り
、
進
路
を
変
更
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
を

見
か
け
た
場
合
は
、
速
度
を
落
と

し
て
そ
の
動
き
に
十
分
気
を
配

る
な
ど
、
思
い
や
り
運
転
に
努
め

て
下
さ
い
。 

◎ 

自
転
車 

 

自
転
車
利
用
者
が
歩
行
者
と

衝
突
し
、
歩
行
者
に
け
が
を
さ
せ

る
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。 

・
携
帯
電
話
の
通
話
や
操
作
を
し

な
が
ら
の
運
転
は
交
通
違
反
で

す
。
絶
対
に
や
め
て
下
さ
い
。 

・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
や
イ
ヤ
ホ
ン
の
使

用
な
ど
周
囲
の
音
が
十
分
聞
こ

え
な
い
よ
う
な
状
態
で
運
転
を

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

・
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。
歩

道
を
通
行
す
る
場
合
は
、
通
行
部

分
が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ 

で
は
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
部

分
、
そ
れ
以
外
で
は
歩
道
の
車

道
寄
り
の
部
分
を
徐
行
し
、
歩

行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
は
、
一
時
停
止

し
て
下
さ
い
。 

 


